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令和３年　第２回定例会



〔 ３ 〕 令和3年8月号



令和3年第2回定例会 一 般 質 問

〔 ４ 〕令和3年8月号

一般質問とは？

　町の仕事の全てを問いただし、自由

な意見を述べ、それについて町の公式

見解を引き出すことのできる機会。

　華やかであるが「力量」が問われる。

※質問した議員本人が原稿を書いています。

や
建
物
の
利
用
を
防
止
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
指
定
区
域
内
の
土
地

等
の
利
用
に
一
定
の
規
制
を
設
け
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
八
雲
町
に
お
い
て
は
、
航
空
自
衛
隊

八
雲
分
屯
基
地
が
、
こ
の
法
案
に
掲
げ

る
重
要
施
設
に
該
当
す
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
現
在
、
国
会
で
審
議
中
で
あ

る
こ
と
と
、
具
体
的
な
内
容
が
示
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
た
め
、
ま
ち
づ

く
り
に
影
響
を
及
ぼ
す
の
か
ど
う
か
、

現
時
点
で
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
と

考
え
て
い
る
。

 質
問
 

国
会
で
は
「
重
要
施
設
周
辺

及
び
国
境
離
島
等
に
お
け
る
土
地
等
の

利
用
状
況
の
調
査
及
び
利
用
の
規
制
等

に
関
す
る
法
律
案
」
が
審
議
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
法
律
案
で
は
、
八
雲
町
は
特

別
注
視
区
域
、
防
空
機
能
重
要
施
設
候

補
に
な
っ
て
い
る
。

　
重
要
施
設
の
概
ね
１
灼

の
範
囲
内
を

指
定
さ
れ
る
と
、
八
雲
市
街
の
ほ
と
ん

ど
の
区
域
が
該
当
す
る
こ
と
と
な
る
。

今
後
の
八
雲
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
影
響

す
る
の
で
は
な
い
か
。
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

 町
長
 

こ
の
法
案
は
防
衛
関
係
施
設

の
機
能
を
阻
害
す
る
周
辺
区
域
の
土
地

Ｑ
 
重
要
土
地
法
案
の
八
雲
町
へ
の
影
響
は
？

Ａ
 
現
時
点
で
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い

議会これからの予定
《８月》　　　１１日　総務経済常任委員会

　　　　　　　１９日　文教厚生常任委員会

《９月》　　　６日　議会運営委員会

　　　　９日～１５日　第３回定例会

　　　　　　　　　　全員協議会

　　　　　　　　　　総務経済常任委員会

　　　　　　　　　　文教厚生常任委員会

　　　　　　　　　　広報広聴常任委員会

議会を傍聴してみませんか

次の議会は、

令和３年第３回定例会

９月９日（木）午前10時から

開会の予定です。

お気軽に足を運んでみてください。

YouTubeで映像配信もします

 横  田  喜  世  志  議員
よこ た き よ し

基地に隣接する八雲市街地



町政を問う

〔 ５ 〕 令和3年8月号

 問
 
　
長
期
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
対
応
の

た
め
、
飲
食
業
者
、
そ
こ
で
働
い
て
い

る
従
業
員
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
タ
テ

以
外
の
漁
業
者
等
か
ら
も
生
活
が
大
変

と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

　
緊
急
小
口
資
金
や
総
合
支
援
資
金
等

の
国
の
支
援
は
あ
る
が
、
返
済
を
考
え

る
と
気
軽
に
借
り
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

政
府
は
７
月
か
ら
、
生
活
困
窮
世
帯
に

最
大
　
万
円
の
自
立
支
援
金
を
支
給
す

３０

る
と
発
表
し
た
が
、
緊
急
小
口
資
金
等

の
貸
付
け
が
上
限
に
達
し
て
い
る
こ
と

が
条
件
で
、
さ
ら
に
貯
金
が
百
万
円
以

下
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
求
職
中
な
ど
の

条
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
、
対
象
者

は
限
ら
れ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
も
含
め
、
現
状
と
今

後
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

 町
長
 

生
活
が
困
窮
さ
れ
て
い
る
方

に
対
し
、
き
め
細
や
か
な
相
談
と
制
度

の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
、
関
係
機
関
等
と
連
携

し
取
り
組
ん
で
い
く
。

 住
民
生
活
課
長
 

国
の
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
金
に
つ
い
て
は
、
全
容
が

ま
だ
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
町
と
し

て
の
体
制
は
決
ま
っ
て
い
な
い
。

 町
長
 

漁
業
者
に
つ
い
て
は
、
魚
の

値
段
が
非
常
に
安
く
、
大
変
だ
と
い
う

声
も
聴
き
、
心
を
痛
め
て
い
る
。
３
漁

協
と
し
っ
か
り
話
し
合
い
、
支
援
策
を

考
え
る
。

　
ま
た
、
子
ど
も
の
貧
困
を
含
め
、
コ

ロ
ナ
禍
で
生
活
が
大
変
厳
し
く
な
っ
て

い
る
と
い
う
話
も
あ
り
、
今
後
の
方
向

Ｑ
 
コ
ロ
ナ
に
よ
る
貧
困
対
策
を
！

Ａ
 関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、
対
策
を
検
討
！

性
も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
２
０
２
５
年
に
は
人
口
の
４
～

５
人
に
１
人
が
　
歳
以
上
、
３
人
に
１

７５

人
が
　
歳
以
上
と
い
う
超
高
齢
化
社
会

６５

に
突
入
す
る
。
そ
の
た
め
政
府
は
２
０

１
１
年
か
ら
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
」
を
提
唱
し
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

人
生
を
全
う
す
る
仕
組
み
づ
く
り
を
推

し
進
め
て
い
る
。

　
し
か
し
、
２
０
２
０
年
時
点
で
、
す

で
に
年
金
の
額
は
減
少
し
て
お
り
、
少

子
化
に
よ
り
医
療
難
民
や
介
護
難
民
、

老
老
介
護
、
認
認
介
護
等
が
予
想
さ
れ

て
い
る
。

　
住
み
慣
れ
た
八
雲
町
で
人
生
を
全
う

す
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
医
療
、
介
護
、

人
材
確
保
の
問
題
に
対
し
、
現
状
と
今

後
の
対
策
を
伺
う
。

 町
長
 

現
在
、
医
療
従
事
者
や
介
護

従
事
者
の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
が
、
有
効
な
手
段
が
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

 保
健
福
祉
課
長
 

昨
年
、
生
活
支

援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
、
町

民
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
る
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
が
、
今
後
も
支
え

合
い
の
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
考
え

て
い
き
た
い
。

 町
長
 

医
療
と
福
祉
の
連
携
が
必
要

と
認
識
し
て
い
る
。
今
は
住
民
生
活
課

と
保
健
福
祉
課
で
対
応
し
て
い
る
が
、

今
後
は
医
療
も
連
携
で
き
る
部
署
を
つ

く
り
、
高
齢
者
も
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
な
機
構
改
革
を
行
っ
て
い
き
た

い
。

Ａ
　
機
構
改
革
を
検
討
！

Ｑ
　
２
０
２
５
年
問
題
は
目
前
！

 赤  井 　 睦  美  議員
あか い むつ み

老老介護：不安のない老後を！



令和3年第2回定例会 一 般 質 問

〔 ６ 〕令和3年8月号

 教
育
長
    角
田
弟
彦
は
旧
尾
張
藩
主
、

徳
川
慶
勝
の
命
を
受
け
、
明
治
　
年
に

１１

開
拓
移
住
者
の
先
導
役
と
し
て
八
雲
の

地
に
入
植
し
、
開
墾
の
激
務
の
傍
ら
、

和
歌
の
指
導
を
行
っ
た
。
大
正
５
年
に

失
明
す
る
ま
で
に
記
し
た
「
胆
振
日
記
」

に
は
村
の
独
立
や
八
雲
の
命
名
に
つ
い

て
の
記
録
も
あ
り
、
小
学
３
・
４
年
の

社
会
科
副
読
本
「
わ
た
し
た
ち
の
町
八

雲
」
に
は
歌
碑
の
写
真
な
ど
が
載
っ
て

い
る
。

　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
現
在
、
石

碑
を
含
む
文
化
財
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
町
民
に
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
と
共
に
、
学
校

教
育
で
も
活
用
で
き
る
よ
う
、
発
信
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

 町
長
 

歌
碑
の
あ
る
八
雲
消
防
団
西

分
団
格
納
所
の
土
地
は
所
有
者
が
複
雑

化
し
て
い
る
。
役
場
庁
舎
や
公
民
館
が

移
転
す
る
時
に
考
え
た
い
。

Ｑ
 八
雲
版
ネ
ウ
ボ
ラ
、
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
せ
ん
か

Ａ
 名
前
に
特
化
せ
ず
、
し
っ
か
り
子
育
て
し
て
い
く

Ａ
　
接
種
は
な
る
べ
く
早
く

　
　
医
療
は
ひ
っ
迫
し
て
い
な
い

Ｑ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

　
 
医
療
の
ひ
っ
迫
状
況
は
？

 問
 
　
医
療
従
事
者
と
、
　

歳
以
上
の

７５

２
回
目
の
接
種
の
終
了
時
期
は
？

 町
長
 

八
雲
総
合
病
院
の
職
員
を
優

先
し
、
２
回
目
の
接
種
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
。
　

歳
以
上
は
７
月
上
旬
に
終

７５

了
予
定
。

 問
 
　
　
歳
か
ら
　
歳
ま
で
は
？

６５

７４

 町
長
 

６
月
中
旬
に
開
始
し
、
８
月

中
に
終
了
予
定
。

 問
 
　
今
後
の
接
種
順
位
は
？

 町
長
 

８
月
上
旬
に
基
礎
疾
患
を
持

つ
方
と
　
歳
以
上
の
方
、
８
月
下
旬
か

６０

ら
　
歳
未
満
の
方
の
接
種
開
始
を
考
え

６０
て
い
る
。
な
る
べ
く
早
く
接
種
で
き
る

よ
う
に
職
員
全
員
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

 問
 
　
医
療
の
ひ
っ
迫
は
？

 町
長
 

確
保
し
て
い
る
病
床
は
　
床
１２

で
、
一
日
当
た
り
最
大
で
約
４
割
の
稼

働
率
だ
っ
た
。
医
療
は
ひ
っ
迫
し
て
い

な
い
。

 問
 
　
ネ
ウ
ボ
ラ
と
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
語
で
「
相
談
の
場
」
を
意
味
す
る
。

子
育
て
し
や
す
い
町
と
し
て
八
雲
版
ネ

ウ
ボ
ラ
を
考
え
て
は
ど
う
か
。

 町
長
 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ネ
ウ
ボ
ラ

は
妊
娠
期
か
ら
就
学
前
に
か
け
て
子
ど

も
や
そ
の
家
族
を
支
援
す
る
制
度
で
、

で
き
る
だ
け
同
じ
保
健
師
が
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
切
れ
目
の
な
い
サ
ポ
ー
ト
を

提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
八
雲
町
で
は
母
と
子
を
中
心
と
し
つ

つ
も
、
父
や
兄
弟
な
ど
家
族
全
体
の
状

況
に
つ
い
て
も
相
談
を
受
け
な
が
ら
、

妊
産
婦
の
心
の
ケ
ア
と
出
産
・
育
児
の

不
安
軽
減
に
努
め
て
お
り
、
様
々
な
支

援
を
進
め
て
い
る
。

　
現
状
に
お
い
て
も
ネ
ウ
ボ
ラ
に
近
い

体
制
で
子
育
て
支
援
を
進
め
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
名
前
に
特
化
せ
ず
、

今
後
も
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

子
育
て
支
援
に
力
を
注
い
で
い
く
。

 問
 
　
角
田
弟
彦
の
歌
碑
が
目
立
た
な

い
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
も
っ
と
目
に

付
く
よ
う
な
工
夫
は
で
き
な
い
か
。

 佐  藤 　 智  子  議員
さ とう とも こ

Ａ
　
発
信
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

Ｑ
　
 角
  田
  弟
彦
 に
も
っ
と
光
を

つ
の
 
だ
 
お
と
ひ
こ

　
Ｈ
　
年
の
一
般
質
問
、
私
が
「
ネ
ウ

26

ボ
ラ
的
施
策
」
の
実
現
を
訴
え
た
こ
と

で
、
現
在
の
「
切
れ
目
の
な
い
支
援
」

が
で
き
て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
が
。

（
三
澤
）

角田弟彦の歌碑

か
や
刈
る
と
　
谷
地
に
い
り
た
ち

け
ふ
も
ま
た
　
わ
が
手
な
末
は
　

血
に
染
ま
り
つ
つ
　
　
　
　
弟
彦



町政を問う

〔 ７ 〕 令和3年8月号

 問
 
　
①
現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
「
こ

れ
ま
で
」
と
「
こ
れ
か
ら
」
に
つ
い
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

②
職
員
の
「
働
き
方
」
が
過
重
に
な
っ

て
い
な
い
か
。

③
選
挙
に
お
け
る
投
票
率
の
維
持
・
向

上
へ
の
工
夫
は
？

 町
長
 

①
電
話
予
約
が
集
中
し
た
こ

と
に
よ
り
、
繋
が
り
に
く
い
状
況
が
続

い
た
こ
と
は
反
省
す
べ
き
点
。
今
後
は

対
象
者
の
予
約
日
を
分
散
化
し
、
短
期

間
に
電
話
が
集
中
し
な
い
よ
う
に
調
整

し
て
い
く
。
ウ
ェ
ブ
予
約
の
利
便
性
に

つ
い
て
も
周
知
に
努
め
る
。

②
職
員
全
体
で
担
い
、
一
部
の
職
員
に

過
大
な
負
担
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す

る
。

 選
管
事
務
局
長
      ③
選
挙
人
の
分

散
を
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
期
日
前

投
票
に
お
け
る
移
動
投
票
所
に
つ
い
て

も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

 問
 
　
平
成
　
年
に
「
土
地
改
良
制
度

２９

の
見
直
し
」
が
さ
れ
た
が
成
果
が
な
い
。

「
担
い
手
」
へ
の
負
担
軽
減
を
図
り
、

農
地
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
自
治

体
が
基
盤
整
備
を
行
い
、
国
が
財
源
措

置
を
す
る
よ
う
な
法
改
正
の
必
要
性
を

訴
え
る
べ
き
。

Ｑ
 新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
課
題
を
ど
う
す
る
？

Ａ
 
今
後
も
、
随
時
見
直
し
を
図
る

 三  澤 　 公  雄  議員
み さわ きみ お

 町
長
 

農
地
は
全
て
町
の
財
産
と
考

え
て
い
る
。
今
は
基
金
の
蓄
え
も
あ
る

の
で
、
町
が
農
地
を
購
入
し
、
基
盤
整

備
を
し
て
、
使
い
や
す
い
農
地
に
し
て

い
く
の
も
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

 問
 
　
町
長
の
示
し
た
産
業
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
「
平
田
内
川
小
水
力
発
電

事
業
」
を
核
と
し
て
「
小
さ
な
木
質
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
」
や
「
杉
材
の
有
効
活

用
」
そ
し
て
、
小
さ
な
雇
用
を
繋
げ
る

「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
の

設
立
」
な
ど
を
通
し
て
、
熊
石
地
域
の

魅
力
を
高
め
る
取
り
組
み
を
す
べ
き
で

は
。
（
左
図
参
照
）

 町
長
 

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
が
、
産
業

振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
は
進
め
て

い
る
。
林
業
活
性
化
に
つ
い
て
も
森
林

組
合
や
業
者
等
と
連
携
し
進
め
て
い
き

た
い
。
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
も

地
産
地
消
の
思
い
は
あ
る
の
で
、
一
歩

一
歩
進
め
て
い
き
た
い
。

Ａ
　
町
が
農
地
を
購
入
し
、
整
備
す

　
　
　
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
る

Ｑ
　「
土
地
改
良
制
度
の
見
直
し
」
の

　
　
　
　
見
直
し
を
直
訴
せ
よ

Ａ
　
産
業
活
性
化
は
、

　
　
　
　
　
　
　
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
い
る

Ｑ
　
熊
石
地
域
を
再
エ
ネ
促
進
区
域

　
　
　
に
定
め
て
は
？

移
動
投
票
所
、
期
待
し
て
い
ま
す
！
（
赤
井
）



〔 ８ 〕令和3年8月号

定例会・臨時会議件一覧

令和３年第３回臨時会（令和３年４月１５日）

専決処分の報告について

（損害賠償額の決定について）
報告第２号令和３年度八雲町一般会計補正予算（第２号）議案第１号

専決処分の報告について

（損害賠償額の決定について）
報告第１号

令和３年第２回定例会（令和３年６月７日～９日）

専決処分の報告について

（損害賠償額の決定について）
報告第５号八雲町税条例等の一部を改正する条例議案第１号

八雲町議会議員及び八雲町長の選挙における選挙

公報の発行に関する条例
発委第１号

八雲町固定資産評価審査委員会条例の一部を改正

する条例
議案第２号

八雲町議会会議規則の一部を改正する規則発委第２号八雲町介護保険条例の一部を改正する条例議案第３号

八雲町議会議員の議員報酬等の特例に関する条例

の一部を改正する条例
発委第３号工事請負契約の締結について議案第４号

保健師等の大幅増員・保健所機能の抜本的強化を

求める意見書
発議第１号財産の取得について議案第５号

地域医療構想を見直し、実情に応じた医療体制の

確立を求める意見書
発議第２号財産の取得について議案第６号

２０２２年度地方財政の充実・強化に関する意見書発議第３号辺地に係る総合整備計画の策定及び変更について議案第７号

学校教育におけるデジタルトランスフォーメー

ションを適切に進めるための意見書
発議第４号令和３年度八雲町一般会計補正予算（第３号）議案第８号

同性婚の法制化にむけた議論の開始を求める意見

書
発議第５号

令和３年度八雲町国民健康保険事業特別会計補正

予算（第１号）
議案第９号

２０２１年度最低賃金改正等に関する意見書発議第６号
令和３年度八雲町介護保険事業特別会計補正予算

（第１号）
議案第１０号

教職員の超勤・多忙化解消・「３０人以下学級」の

実現、義務教育費国庫負担制度堅持の意見書
発議第７号令和３年度八雲町病院事業会計補正予算（第１号）議案第１１号

国民健康保険税（料）のさらなる負担軽減を求め

る意見書
発議第８号

専決処分の報告について

（損害賠償額の決定について）
報告第１号

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・

強化を求める意見書
発議第９号

専決処分の報告について

（町営住宅の明渡しに関する訴えの提起について）
報告第２号

議会運営委員会の閉会中の継続調査申出について
専決処分の報告について

（町営住宅の明渡しに関する訴えの提起について）
報告第３号

令和２年度八雲町一般会計繰越明許費に係る歳出

予算の繰越について
報告第４号

《５月》
　　　１３日　　総務経済常任委員会
　　　　　　　議会運営委員会
　　　２０日　　全員協議会
　　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　　　　　総務経済常任委員会

《６月》
　　　２日　　議会運営委員会
７日～９日　　第２回定例会
　　　８日　　総務経済常任委員会

　　　９日　　議会運営委員会
　　　　　　　広報広聴常任委員会
　　　１７日　　総務経済常任委員会
　　　　　　　文教厚生常任委員会

《７月》
　　　６日　　広報広聴常任委員会
　　　８日　　総務経済常任委員会
　　　１９日　　広報広聴常任委員会
　　　２９日　　第４回臨時会
　　　　　　　文教厚生常任委員会
　　　　　　　議会運営委員会

議会のうごき



〔 ９ 〕 令和3年8月号

能
登
谷
　
正
　
人

黒
　
島
　
竹
　
満

千
　
葉
　
　
　
隆

宮
　
本
　
雅
　
晴

安
　
藤
　
辰
　
行

牧
　
野
　
　
　
仁

田
　
中
　
　
　
裕

三
　
澤
　
公
　
雄

赤
　
井
　
睦
　
美

大
久
保
　
建
　
一

齋
　
藤
　
　
　
實

横
　
田
　
喜
世
志

佐
　
藤
　
智
　
子

関
　
口
　
正
　
博

採決結果議　　　　　件　　　　　名

○○○○○欠○○○○××○可　　決令和３年度八雲町病院事業会計補正予算（第１号）議案第１１号

×××××欠××××○○×否　　決
保健師等の大幅増員・保健所機能の抜本的強化を

求める意見書
発議第１号

×××××欠×○××○○×否　　決
地域医療構想を見直し、実情に応じた医療体制の

確立を求める意見書
発議第２号

○○○○○欠○×○○××○可　　決
学校教育におけるデジタルトランスフォーメー

ションを適切に進めるための意見書
発議第４号

×××××欠○○××○○×否　　決
同性婚の法制化にむけた議論の開始を求める意見

書
発議第５号

×××××欠○○××○○×否　　決２０２１年度最低賃金改正等に関する意見書発議第６号

×欠×××欠××××○○×否　　決
国民健康保険税（料）のさらなる負担軽減を求め

る意見書
発議第８号

賛成　〇　　反対　×　

※能登谷正人議長は、賛否同数の場合にその可否を決定します。

　　　　　第２回定例会　賛否一覧（反対のあった議案を掲載）

　平成２９年１１月から令和３年６月まで開催された定例会、臨時

会、予算・決算特別委員会での発言数。（１回の本会議等で複数

回発言しても１回でカウントしています）

単位：回

関口正博佐藤智子齋藤　實黒島竹満大久保建一安藤辰行赤井睦美

４１５４０３０１５一般質問

１１８４４８０７本会議

４７３５５２７予算・決算

能登谷正人横田喜世志宮本雅晴三澤公雄牧野　仁千葉　隆田中　裕

－１５１１１５０００一般質問

－１５０２１１１３１１本会議

－６４６５６５予算・決算

※現議員のみ（五十音順）、能登谷正人議長はカウントされません。

４年間の
議員の発言数

　多ければ良いというものでもないが、なければ「考えてるの？」

と思われそうな表を、あえて載せました。（大久保）

　予算・決算で６回なのは、委員長を

務めた分、１回少ないんです。（三澤）



〔 １０ 〕令和3年8月号

常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常常任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任任委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員常任委員会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

　　　ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活の活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
令和３年５月から７月の

各常任委員会の活動です。

　
所
管
各
課
か
ら
報
告
を
受
け
た
中
で

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
保
健
福
祉
課
】

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況

に
つ
い
て
、
医
療
従
事
者
は
２
回
目
の

接
種
が
終
わ
り
、
高
齢
者
に
つ
い
て
も

２
回
目
の
接
種
が
順
次
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
熊
石
地
域
で
は
、
９
月
頃
に
は
　
歳
１２

【
熊
石
国
保
病
院
】

　
令
和
２
年
度
の
決
算
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
か
ら
通
院
を
控

え
る
方
が
多
く
、
入
院
・
外
来
と
も
に

患
者
数
が
減
少
し
、
そ
の
結
果
５
９
６

１
万
２
千
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
状
況
は
熊
石
地
域
だ
け
で
は

な
く
、
全
国
的
に
も
大
き
な
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
日
も
早
く
、
安
心
し
て
通
院
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

【
八
雲
総
合
病
院
】

　
令
和
２
年
度
の
決
算
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

　
脳
神
経
外
科
の
常
勤
医
師
不
在
に
よ

り
入
院
患
者
が
減
少
、
ま
た
新
型
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
外
来
患
者
も
減
少
し

ま
し
た
が
、
給
与
費
や
材
料
費
の
減
額
、

診
療
報
酬
の
加
算
等
の
見
直
し
、
コ
ロ

ナ
関
連
の
交
付
金
に
よ
り
、
約
十
年
ぶ

り
に
２
億
１
７
１
万
７
千
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。

　
八
雲
総
合
病
院
で
は
、
コ
ロ
ナ
患
者

の
受
け
入
れ
も
あ
り
、
職
員
は
緊
張
の

日
々
を
お
過
ご
し
だ
っ
た
と
思
い
ま
す

が
、
そ
の
努
力
と
、
町
民
皆
さ
ま
の
ご

文
教
厚
生

以
上
の
希
望
す
る
方
す
べ
て
の
接
種
が

終
わ
る
予
定
で
す
。

　
八
雲
地
域
で
は
、
７
月
中
に
　
歳
以

５９

下
の
方
の
接
種
券
を
送
付
す
る
予
定
で

す
。

　
小
中
学
校
・
保
育
園
・
幼
稚
園
・
学

童
の
職
員
は
、
優
先
的
に
接
種
で
き
る

よ
う
に
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

 

協
力
に
よ
り
、
感
染
拡
大
す
る
こ
と
な

く
落
ち
着
い
て
い
る
こ
と
に
、
心
か
ら

敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
だ
ま
だ
安
心
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

国
保
病
院
も
総
合
病
院
も
、
１
日
も
早

く
通
常
の
医
療
が
で
き
る
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。

　
全
国
的
に
医
師
不
足
が
叫
ば
れ
て
い

る
中
、
八
雲
で
も
脳
神
経
外
科
や
透
析

の
医
師
が
不
在
の
た
め
、
他
の
地
域
の

病
院
に
通
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
患
者

も
お
り
ま
す
。

　
医
師
確
保
は
非
常
に
難
し
い
問
題
で

す
が
、
で
き
る
だ
け
町
内
で
完
結
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

　優先接種という報告を

受けたとたん、国からの

ワクチン供給が途絶えて

しまいました。

　国としての役割をしっ

かりと果たしてほしいで

すね！



〔 １１ 〕 令和3年8月号

総
務
経
済

　
所
管
各
課
か
ら
報
告
を
受
け
た
中
で

主
な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
熊
石
・
八
雲
間
に
お
け
る
予
約
バ
ス

の
導
入
に
つ
い
て
（
政
策
推
進
課
）

実
証
実
験
内
容

・
２
月
１
日
か
ら
２
月
　
日
ま
で
の
う

２６

ち
平
日
の
　
日
間
。

１８

・
一
日
２
往
復
の
運
行
。

・
予
約
型
と
し
、
予
約
が
な
い
場
合
は

運
行
し
な
い
。

実
証
実
験
結
果

・
延
べ
予
約
件
数
は
　
件
。

４４

（
う
ち
５
件
が
キ
ャ
ン
セ
ル
、
　

件
で

３９

稼
働
）

・
実
利
用
人
数
　
人
。

１８

・
利
用
者
の
年
代
は
　
歳
～
　
歳
と
　

１５

１８

６５

歳
以
上
が
　
％
ず
つ
。

３０

・
利
用
者
の
居
住
地
は
約
７
割
が
熊
石

地
区
、
せ
た
な
町
も
約
１
割
。

熊
石
・
八
雲
間
の
予
約
バ
ス
運
行

・
令
和
３
年
　
月
１
日
開
始
予
定
。

１０

・
町
負
担
額
は
約
８
４
３
万
円
。

●
株
式
会
社
木
蓮
の
令
和
２
年
度
経
営

状
況
及
び
令
和
３
年
度
事
業
計
画
に
つ

い
て
（
商
工
観
光
労
政
課
）

　
株
主
総
会
に
お
い
て
、
新
し
い
代
表

取
締
役
社
長
に
岩
村
町
長
が
就
任
さ
れ

た
。

　
経
営
状
況
報
告
で
は
、
株
式
会
社
青

年
舎
の
株
式
を
引
き
受
け
た
旨
の
説
明

も
あ
っ
た
。

報
告
を
受
け
て
の
質
疑

Ｑ
 
な
ぜ
若
い
取
締
役
か
ら
で
は
な
く
、

町
長
が
社
長
に
選
出
さ
れ
た
の
か
。

Ａ
 
株
主
総
会
に
お
い
て
取
締
役
の

方
々
で
決
定
さ
れ
た
こ
と
。
若
い
人
を

軸
に
人
材
育
成
に
取
り
組
む
方
向
性
は

変
わ
ら
な
い
と
伺
っ
て
い
る
。

Ｑ
 
青
年
舎
が
木
蓮
の
株
式
を
引
き
受

け
た
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ
 
青
年
舎
が
所
有
し
て
い
る
旧
大
関

小
学
校
の
管
理
・
運
営
な
ど
、
業
務
上

の
協
力
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
っ

た
た
め
と
伺
っ
て
い
る
。

Ｑ
 
管
理
・
運
営
で
あ
れ
ば
、
株
式
を
譲

渡
し
な
く
て
も
委
託
契
約
で
十
分
で
は

な
い
か
。

Ａ
 
株
式
会
社
が
判
断
さ
れ
た
こ
と
で

あ
る
。

●
大
関
牧
場
の
稼
働
状
況
（
農
林
課
）

５
月
末
の
飼
養
頭
数
及
び
乳
量

・
搾
乳
頭
数
は
１
３
０
頭
。
（
う
ち
ロ

ボ
ッ
ト
牛
舎
１
０
０
頭
、
パ
ー
ラ
ー
牛

舎
　
頭
）

３０
・
育
成
牛
頭
数
１
４
９
頭
。

・
１
頭
あ
た
り
乳
量
は
一
日
　
・
８
㎏
。

３１

住
民
投
票
条
例
勉
強
会

　
総
務
経
済
常
任
委
員
会
で
は
、
住
民

投
票
条
例
の
仕
組
み
な
ど
に
つ
い
て
、

勉
強
会
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　
「
核
の
ゴ
ミ
受
け
入
れ
」
の
件
な
ど
、

こ
れ
ま
で
道
内
に
お
い
て
も
住
民
投
票

の
是
非
で
町
が
二
分
さ
れ
、
直
接
請
求

に
ま
で
発
展
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
道
内
は
も
と
よ
り
、
全
国
的
に

も
、
住
民
か
ら
の
請
求
に
よ
る
条
例
制

定
は
議
会
で
否
決
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
が
現
状
で
す
。

　
そ
こ
で
、
一
定
の
署
名
数
な
ど
、
発

議
要
件
を
満
た
す
こ
と
で
住
民
投
票
が

実
施
で
き
る
「
常
設
型
住
民
投
票
条
例
」

を
制
定
し
て
は
ど
う
か
と
の
意
見
が
出

て
、
委
員
会
で
協
議
を
始
め
ま
し
た
。

　
「
常
設
型
住
民
投
票
条
例
」
と
、
よ

り
柔
軟
な
対
応
が
可
能
で
あ
る
が
、
議

会
で
否
決
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
「
個
別

型
住
民
投
票
条
例
」
と
い
う
二
つ
の
住

民
投
票
条
例
の
形
態
に
つ
い
て
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
な
ど
の
議
論
を

深
め
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
９
月
定
例
会
に
向
け
て
報
告

書
を
作
成
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

設
立
の
際
、
「
会
社
は
つ
ぶ
れ
て
も
、

若
者
は
つ
ぶ
さ
な
い
で
！
」
と
議
場
で

訴
え
、
町
長
は
了
解
し
た
の
に
・
・
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
赤
井
）
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広
報
広
聴

●
４
年
間
を
振
り
返
っ
て

　
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
は
、
議
員
が

自
由
な
意
見
を
言
い
、
学
び
合
え
る
場

と
な
っ
て
い
ま
す
。
改
選
後
も
軸
足
を

町
民
に
置
き
、
誌
面
改
善
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

大
関
牧
場
の
視
察
を
し
ま
し
た

　
６
月
　
日
、
総
務
経
済
常
任
委
員
会

29

で
株
式
会
社
青
年
舎
大
関
牧
場
の
視
察

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

視
察
し
た
議
員
の
感
想

・
こ
の
施
設
を
い
っ
ぱ
い
に
す
る
な
ん

て
想
像
で
き
な
い
。

・
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
壮
観
だ
ね
。

・
セ
ン
サ
ー
搭
載
の
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
、

な
ぜ
日
本
製
で
は
な
く
、
外
国
製
な
ん

だ
ろ
う
。

 

・
最
新
空
調
シ
ス
テ
ム
が
入
っ
て
い
る

な
ら
、
全
然
臭
わ
な
い
と
思
っ
て
い
た
。

　
大
関
牧
場
に
関
し
て
は
、
議
会
で
も

勉
強
し
な
が
ら
、
慎
重
に
議
論
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
頭
数
は
少
な
い
の
で
す
が
、

今
年
度
か
ら
稼
働
の
大
関
牧
場
に
期
待

大
で
あ
り
ま
す
。

　
働
い
て
い
る
皆
様
の
ご
苦
労
も
あ
わ

せ
て
、
温
か
く
見
守
り
、
応
援
し
て
い

き
ま
す
。

搾乳ロボット

　
酪
農
家
な
ら
、
そ
ん
な
こ
と
は
思
わ

な
い
。
外
国
製
が
当
た
り
前
な
の
で
。

　
ふ
ん
尿
シ
ス
テ
ム
が
ま
だ
完
璧
に
稼

働
し
て
い
な
い
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
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嬉

幾

岐

忌
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Ｑ　八雲の印象や感想を教えてください？
・田舎だけど不便ではなく、地域の方たちがとて
もフレンドリーでよそ者扱いをしない。
・地域の方に教えてもらって野菜を作っている。
四季がはっきりしていて、空も広く自然豊かな町。
・八雲は思ったより都会的。転勤者や若い人も多
いが、接点が少ないので、関われる機会があると
良い。
・まちづくりに対する意識の高い人が多い。一緒
に協力していけたら良いと思っている。
・家の窓が大きく、夕焼けや緑が見え、窓を開け
ると牛の匂いがするところが良い。
・１次産業の方たちと幅広く話す機会があって良
い。少しでも力になれたらと思う。
Ｑ　各地で協力隊の募集があると思いますが、な
ぜ八雲を選んだのですか？
・北海道に来たかったので、はじめは道内の別な
場所で働いていたが、いろいろ探して八雲町に決
めた。
・八雲の募集ページが、他より写真や情報も多か
った。
・道の駅のようなアンテナショップに関わりたか
ったので、丘の駅がある八雲町を選んだ。
・八雲町は海も山もあって景色が良い。外国人と
の関わりがあるということなど、条件も良かった。
Ｑ　実家に八雲の物産を送るとしたら何を送る？
・ホタテ！今回稚貝も食べたが、とてもおいしか
った。実家にホタテを送ったら、喜んでもらえた。
・好きなのは軟白ネギ。焼いてご飯にかけて食べ
てもおいしいし、ネギ丼は大好き。
・軟白ネギと豚肉の組み合わせは衝撃だった。そ
の他はツブ、牛乳、スナップエンドウがおいしい。
・サクラマスがとてもおいしかった。実家からは
ミルキーやカントリーマアム、チーズを送ってほ
しいと言われる。
Ｑ　議会はどんなイメージですか？
・町民との間の垣根が高いと感じている。意見箱
等で町民の意見を集め、動画で答えていくという
取り組みはどうでしょうか。

Ｑ　今後、取り組みたいことは？
・道東テレビのような、地域の情報発信番組を
作って、八雲をＰＲしたい。
・後継者問題などを含め、１次産業の人たちが仕
事に誇りを持てるような取り組みをしたい。
・旧大関小学校の活用。町民の声を聴き、他の協
力隊とコラボして旧大関小学校を活気ある場所に
したい。
・ＤＭＯ（観光地域づくり法人）の認定を受ける。
個人的にはスポーツを絡めた観光、北海道ベース
ボールリーグを道南に作りたい。
・・・取材を終えて・・・
　地域おこし協力隊のメンバー全員ではありませ
んでしたが、取材に参加してくれた５人は八雲に
対し好印象を持ち、八雲の良さを発掘し、ＰＲし
たいと意欲満々でした。
　町民が「土」なら協力隊の皆さんは「風」。その
両方で相乗効果を発揮し、より良い「風土」を形
成していけたらいいなと思っています。そしてい
つか協力隊の皆さんも八雲の土になっていただけ
たら嬉しいですね。

発行／北海道八雲町議会　衣049-3192　北海道二海郡八雲町住初町138　緯0137-62-2388

この広報の製作費は、１部あたり４４．８円です。

　町民の皆さまの声が聞きたくて、議会を飛び出し町内の色々な団体や

サークルなどの皆さまの声を聞いてみました。今回は

地域おこし協力隊の皆さまです！
（窪山さん、平野さん、山本さん、深田さん、上田さん）　※左から

　営利を目的とする場合を除き、こ
の議会広報誌をそのまま読むことが
困難な方のために、録音図書・拡大
写本等へ複製することを認めます。
　製作後は八雲町議会事務局（緯
０１３７－６２－２３８８）へご報告ください。

　
こ
の
広
報
誌
を
作
っ
て
い
る

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
は
、
他

の
委
員
会
と
違
い
任
意
所
属
の

委
員
会
だ
。

　
新
人
議
員
は
強
制
参
加
だ
が
、

そ
れ
以
外
は
面
倒
で
手
間
の
か

か
る
作
文
や
編
集
を
や
り
た
い

「
も
の
好
き
」
が
所
属
し
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
い
つ
も
活
発

な
議
論
が
行
わ
れ
、
テ
ン
ポ
よ

く
物
事
が
決
ま
っ
て
い
く
。
や

る
気
の
あ
る
チ
ー
ム
で
の
議
論

は
、
広
報
の
こ
と
に
限
ら
ず
町

政
全
般
に
わ
た
り
、
様
々
な
意

見
が
飛
び
交
う
と
て
も
楽
し
い

時
間
だ
っ
た
。

　
さ
て
　
月
に
は
町
長
・
町
議

１０

選
挙
と
な
る
が
、
今
回
か
ら
初

め
て
選
挙
公
報
が
発
行
さ
れ
る

予
定
で
あ
る
。
政
策
や
人
柄
・

理
念
な
ど
、
候
補
者
そ
れ
ぞ
れ

が
紙
面
で
訴
え
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
選
挙
後
も
残
り
、

そ
の
候
補
者
が
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
公
約
と
な
る
。
町
民

は
し
っ
か
り
と
見
極
め
て
投
票

し
て
ほ
し
い
。

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会
　

　
　
　
委
員
長
　
大
久
保
建
一

編
  集
  後
  記


